
（キクの花ことば）

02 企業トピックス
    　     丸升山崎工業（株）
04 会議所の動き

06 輝け…新社会人

07 交通運輸部会　事業レポート

08 相談所の動き

10 私の健康法

11 ご案内

12 まちづくりを考える
 天童市のまちづくり
13 青年部だより

14 金融部会研修

15 インフォメーション
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現
在
建
設
業
界
で
は
公
共
工
事
の
大
幅

な
減
少
や
偽
装
工
事
問
題
、
談
合
問
題
、

受
注
単
価
の
過
激
な
過
当
競
争
等
に
よ
り

厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
建
設
業
界
全
体
が
縮
小
さ
れ
事
業
所
が

淘
汰
さ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
経
営
で
は
生
き
残
れ
な
い
状
態
に
な

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
強
い
危
惧
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
建
設
業
の
み

の
経
営
に
こ
だ
わ
ら
ず
新
し
い
分
野
へ
の

進
出
を
試
み
ま
し
た
。

　
未
来
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
存
在
を
目

指
し
、
環
境
保
全
持
続
型
農
業
・
畜
産
経

営
を
ト
ー
タ
ル
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き

る
よ
う
天
然
ミ
ネ
ラ
ル
培
養
液
「
リ

ビ
ュ
ー
（
生
物
活
性
酵
素
液
）」
を
開
発
し

ま
し
た
。（
写
真
Ⅰ
参
照
）

　
リ
ビ
ュ
ー
と
は
有
機
微
生
物
を
増
殖
さ

せ
て
作
ら
れ
た
酵
素
原
液
で
酵
素
に
よ
っ

て
悪
臭
の
根
源
を
分
解
し
有
害
物
質
を
発

生
さ
せ
な
い
製
品
で
す
。（
別
表
参
照
）

　
リ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
土
壌
改
良
さ
れ
て

生
産
さ
れ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
消
毒
の
使
用

量
の
減
少
と
糖
度
が
三
度
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。

　「
生
き
て
る
堆
肥
」も
リ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ

て
豚
糞
と
木
屑
と
共
生
微
生
物
資
材
に

よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
Ⅱ
参

照
）

　
堆
肥
に
も
関
わ
ら
ず
無
臭
で
良
好
な
微

生
物
を
備
え
た
、
生
き
て
い
る
堆
肥
で
す
。

　
環
境
と
向
き
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

農
業
関
係
の
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
多
角
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
商
品
開
発
に
な
り
ま

し
た
。
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現
在
の
建
設
業
界

企
業
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
第
７
回
／
丸
升
山
崎
工
業
㈱

　
新
し
い
取
り
組
み

リサイクル資源化・再生砕石

自然放置後約48時間以上で固化（気候や温度などの状態により時間が増減します）

リサイクル製品化

路盤改良材・植生用土・浄化フィルター
油分等の吸着剤・脱臭剤などに利用可能

１ｍ３処理あたり
0.4ｔ以上吸着

CO2吸着

ゲル化
無害化

  新
事
業
で

　
  　
未
来
環
境
に

取
組
む
建
設
業

写写真真ⅠⅠ写写真真ⅡⅡ



　
し
か
し
な
が
ら
簡
単
に
新
分
野
に
進
出

し
て
経
営
が
成
り
立
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
地
球
全
体
と
し
て
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
環
境
保
全
を
建
設
業
と
し
て
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
で
す
。

　
現
在
主
力
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て
い
る

砕
石
業
は
結
果
的
に
は
自
然
破
壊
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
業
種
で
す
。
さ
ら
に
は
、

岩
石
を
相
手
に
す
る
こ
と
で
複
数
の
作
業

機
械
の
購
入
と
多
大
な
消
耗
品
の
補
充
と

作
業
人
員
の
確
保
が
必
要
で
し
た
。

　
そ
れ
を
岩
石
で
は
な
く
汚
染
土
壌
や
建

設
残
土
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
を
作
り
出

す
方
向
性
を
考
え
ま
し
た
。

　
今
後
国
の
方
針
に
よ
り
土

壌
汚
染
問
題
や
建
設
残
土
の

汚
染
等
の
基
準
が
厳
し
く
改

正
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
現

在
、
残
土
処
理
は
で
き
て
も

汚
染
処
理
ま
で
は
普
及
が
少

な
い
段
階
で
す
。
そ
こ
に
着

目
し
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
浄
化
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
材
に
加
工
す
る
事
業
の
立
ち
上

げ
を
考
え
て
い
ま
す
。
（
写
真
Ⅲ
）

　
そ
れ
は
有
名
大
学
教
授
が
研
究
者
と
し

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
確
か
な
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
技
術
で
す
。
土
壌
修

復
材
「
エ
コ
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
に
よ
っ
て
有

害
物
質
を
包
み
こ
み
無
害
化
さ
れ
た
リ
サ

イ
ク
ル
資
源
を
製
品
に
し
て
道
路
、
浄
化

フ
ィ
ル
タ
ー
、
脱
臭
剤
に
利
用
可
能
で
す
。

（
図
Ⅰ
参
照
）

　
ま
た
、
水
田
の
場
合
は
国
際
基
準
で
定

め
ら
れ
て
い
る
カ
ド
ニ
ウ
ム
含
有
数
〇
・

四
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
で
は
四
割
程
度
し
か
満
た
し
て
い
な
い

状
況
で
す
。（
写
真
Ⅳ
参

照
）
そ
う
い
っ
た
分
野

に
も
役
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
環
境
問
題
が
ま
す
ま

す
騒
が
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
中
で
、
業
種

柄
結
果
的
に
自
然
破
壊

し
て
き
た
砕
石
業
が
自

然
を
守
る
た
め
に
出
来

る
役
割
と
企
業
自
体
が

建
設
業
界
に
生
き
残
る

た
め
に
新
た
な
分
野
に

挑
戦
し
続
け
ま
す
。
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企 業 の 概 要

事業所名　丸升山崎工業 株式会社

代表者名　山崎　秀行

住　　所　天童市大字蔵増甲845

　　　　　TEL  ０２３－６５４－４１７１

　　　　　FAX  ０２３－６５４－４３１６

業務内容　一般土木建築、舗装、管工事、

　　　　　砕石販売、産業廃棄物中間処理

　
今
後
の
方
向
性

浄化そしてリサイクル化
～アムスエコプラントシステムの過程～

プラントの設置 汚染土壌を投入

１バッジ約２分間

エコハーモニィ・
水の自動投入

約２時間で設置

（図Ⅰ）

写写真真ⅢⅢ

写写真真ⅣⅣ



 

　
今
年
で
二
回
目
と
な
る
こ
の
懇
談
会
で
は
、

商
工
会
議
所
が
天
童
市
に
対
し
て
、
商
工
業

振
興
や
地
域
振
興
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

す
る
形
で
行
わ
れ
、
様
々
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
要
望
項
目
は
十
三

項
目
で
す
が
、
商
工
業
振
興
策
へ
の
要
望
は

勿
論
で
す
が
、
自
然
災
害
や
観
光
振
興
に
対

す
る
提
案
、
国
際
化
に
向
け
た
意
見
な
ど
幅

広
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
懇
談
会
を
通
し
て
、
行
政
と
経
済
界

が
共
通
す
る
認
識
を
持
ち
連
携
の
強
化
と
相

互
理
解
が
深
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
天
童
市
発

展
へ
の
確
実
な
歩
と
な
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
こ
の
懇
談
会
を
継
続
し
、
よ

り
よ
い
街
づ
く
り
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
会

議
所
は
行
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

　
山
形
県
は
こ
の
ほ
ど
本
年
度
の
県
商
工
観

光
功
労
者
七
名
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
当
所
の
山
本
惣
一
会
頭
が
こ

れ
ま
で
の
商
工
観
光
事
業
に
励
み
な
が
ら
商

工
業
の
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、
商
工
団
体

功
労
者
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。
十
月
十
九

日
山
形
県
庁
に
お
い
て
表
彰
状
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
山
本
会
頭
が
受
章
者
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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　去る10月12日（木）、天童市長、助役を始めとして市の幹部と

当所の正副会頭、委員長、各部会長等との懇談会が開催されま

した。街づくりや地域振興等に関して行政と商工会議所との率

直な意見交換がなされ、大変意義ある懇談会となりました。

山
本
会
頭

本
年
度
山
形
県
商
工
観
光

功
労
者
表
彰
を
受
章



　
平
成
十
六
年
に
天
童
市
と
三
番
目
の
友
好

都
市
締
結
を
行
っ
た
中
国
遼
寧
省
瓦
房
店
市

に
十
月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
間
、

遠
藤
登
市
長
を
団
長
に
総
勢
六
十
名
の
メ
ン

バ
ー
で
訪
問
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
瓦
房
店
市
は
、
遼
東
半
島
大
連
市
に
属
し
、

大
連
市
か
ら
北
に
一
〇
〇
キ
ロ
、
面
積
三
、
七

九
三
平
方
キ
ロ
、
人
口
一
〇
〇
万
人
の
都
市

で
す
。
山
形
県
と
同
緯
度
付
近
に
あ
り
、
気

候
温
暖
で
、
り
ん
ご
、
さ
く
ら
ん
ぼ
等
果
樹

の
栽
培
が
盛
ん
で
、
日
本
か
ら
の
進
出
企
業

も
多
く
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
都
市
で
す
。

　
訪
問
団
は
、
㈱
ミ
ク
ロ
の
関
連
企
業
、
天

峰
食
品
新
工
場
を
見
学
後
、
希
望
小
学
校
、

四
中
で
熱
烈
歓
迎
を
受
け
、
瓦
房
店
市
政
府

に
向
か
い
ま
し
た
。

　
市
政
府
で
は
、
劉
副
市
長
ら
と
会
談
し
、

相
互
の
友
好
と
交
流
促
進
に
つ
い
て
強
力
に

推
し
進
め
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
更
に
友
好
の
輪

を
広
げ
、
多
大
な
成
果
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
一
行
は
、
北
京
を
訪
問
、
二
〇
〇

八
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
で
、
準
備
作
業
に

追
わ
れ
る
市
内
や
故
宮
、
万
里
の
長
城
等
を

見
学
を
し
、
無
事
二
十
一
日
に
帰
国
し
ま
し

た
。
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瓦房店市政府前での記念写瓦房店市政府前での記念写真真

大連空港で歓迎を受ける遠藤団長、小沢副団長、後藤幹事大連空港で歓迎を受ける遠藤団長、小沢副団長、後藤幹事長長

天峰食品で説明を受ける団天峰食品で説明を受ける団員員
四中で日本からの記念品（サッカー、バレー四中で日本からの記念品（サッカー、バレー、、
バスケットボール）を贈呈する遠藤団バスケットボール）を贈呈する遠藤団長長



 

　
高
校
を
卒
業
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の

生
活
を
は
じ
め
て
か
ら
七
ヶ
月
が
過
ぎ
、

今
で
は
毎
日
会
社
に
行
く
こ
と
が
、
当
た

り
前
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
モ
ノ
造
り
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

機
械
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
、

卒
業
し
た
学
校
の
先
輩
の
話
な
ど
を
参
考

に
し
て
、
今
の
会
社
に
入
社
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
最
初
は
知
っ
て
い
る
人
が
誰

も
い
な
い
と
こ
ろ
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
か
な
り
不
安
で
し
た
が
、
反
面

ど
ん
な
仕
事
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
の
か
、

わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
仕
事
は
、
機
械
加
工
を
担
当
し

て
お
り
、
平
面
研
削
盤
で
鋼
材
を
平
面
に

研
削
す
る
仕
事
で
す
。
最
初
は
、
学
校
の

授
業
で
平
面
研
削
盤
の
操
作
を
何
回
か
も

経
験
し
て
い
る
の
で
、
な
ん
と
か
な
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
や
っ

て
み
る
と
、
学
校
の
授
業
と
は
違
い
、
と

て
も
難
し
く
大
変
な
仕
事
で
し
た
。
最
初

の
こ
ろ
は
、
ひ
と
り
で
は
何
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
や

困
っ
た
時
は
、
積
極
的
に
職
場
の
先
輩
に

聞
い
て
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら
っ
た
お

か
げ
で
、
今
で
は
あ
る
程
度
ひ
と
り
で
作

業
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
作
業
時
間
も
短

縮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
の
職
場
は
と
て
も
い
い
先
輩
が
多
く

働
き
や
す
い
環
境
な
の
で
、
も
っ
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
心
が

け
、
少
し
で
も
先
輩
達
に
追
い
つ
け
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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エムテックスマツムラ㈱

 児 　 玉 　 昌 　 幸 さん
こ だま まさ ゆき

○趣味：球　技

○好きな言葉：　絆

輝け…新社会人
社会人としての抱負

［会  社  概  要］

エムテックスマツムラ 株式会社
代表者名　鎗　水　景　一

〒994-0011
　天童市北久野本一丁目7－43

　T E L 023－654－3211
　FAX 023－654－9088

事業内容　産業用機械装置製造
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去
る
十
月
九
日
体
育
の
日
、
当
所
交

通
運
輸
部
会
で
は
、
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
、

道
の
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
山
形
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
内
陸
支
部
天
童
分
会
と
の
共
催

事
業
で
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
で
あ
る
十

月
九
日
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
清
掃
活
動
は
、
当
部
会
と
し
て
は
初

め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
や
生
活
の

中
心
と
も
い
え
る
車
社
会
。
車
な
く
し

て
の
生
活
は
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
誰
も
が
関
わ
り
深
い
道
路
や
駐

車
場
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
趣
旨

で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
祝
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
約
四
十
人
が
参
加
し
、
ご
み
拾

い
、
空
き
缶
拾
い
を
中
心
に
心
地

よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

清掃活動を行いました清掃活動を行いました

　
安
全
が
最
優
先
の
ク
ル
マ
に
は
点
検
整
備
が
不

可
欠
で
す
。
日
頃
か
ら
「
自
分
の
ク
ル
マ
は
自
分

で
守
る
」
積
極
的
な
心
構
え
が
大
切
で
す
。
当
部

会
で
は
愛
車
を
「
自
分
で
守
る
」
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
と
毎
年
、
市
内
の
事
業
所
を
対
象
に
「
マ

イ
カ
ー
点
検
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
天
童
市
役
所
で
の
実
施
に
な
り
ま

し
た
。
学
科
講
習
に
始
ま
り
、
実
際
に
車
を
使
っ

て
の
整
備
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

①
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
は
十
分
か
。

②
タ
イ
ヤ
に
異
常
は
な
い
か
。

③
そ
れ
ぞ
れ
の
液
量
は
適
当
か
。

な
ど
、
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
講
師
の
話
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
整
備
さ
れ
た
ク
ル
マ
で
事

故
の
な
い
、
安
全
運
転
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

マイカー点検教室開催マイカー点検教室開催
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　当所では、会員事業所のための融資制度「天童商工会議所提携ローン」を創

設いたしました。この制度は、天童商工会議所と協力金融機関が提携し、当所

会員限定で金融機関から優遇された条件で融資を受けることができます。天童

商工会議所会員メリットを是非ご活用下さい。

優遇される内容優遇される内容

お 申 込 方 法お 申 込 方 法

優遇される内容

お 申 込 方 法

天童商工会議所の会員で、会費を完納している
会員事業所の方。

※金融機関ごとに、個別のお申込条件がございます。詳しく
は、各金融機関にお尋ねください。

※この制度は、融資の実行をお約束するものではありません。
　各金融機関の審査等によってはご希望に添えない場合がござ
います。あらかじめご了承ください。

お申込いただける方お申込いただける方 提携金融機関提携金融機関お申込いただける方

提携金融機関が取り扱う指定融資商品について

金利が0.2％優遇されます。

①融資内容・申込資格・必要書類などをご確認いただき、
　当所または金融機関にご相談ください。
②申込には、当所発行の「会員確認書」の添付が必要です。
　必要な方に無料で発行いたします。
③金融機関にて審査の上、融資実行の可否が決定されます。

山形銀行天童支店 TEL 653－3355
山形銀行久野本支店 TEL 654－5341
山形銀行長岡支店 TEL 655－5273
殖産銀行天童支店 TEL 653－3241
殖産銀行天童東支店 TEL 654－2555
新庄信用金庫天童支店 TEL 653－8621
北郡信用組合天童支店 TEL 654－6111

荘内銀行天童中央支店 TEL 654－1311
荘内銀行天童支店 TEL 653－3255
荘内銀行長岡支店 TEL 655－5055
山形しあわせ銀行天童支店 TEL 653－3145
山形しあわせ銀行天童北支店 TEL 654－4311
山形庶民信用組合天童支店 TEL 653－3131

提携金融機関

②会員確認書発行依頼 ①融資申込

④審査の上、融資実行③会員確認書の発行

《会員が提携金融機関に申し込む場合》

会員企業

②会員確認書発行依頼

③会員確認書の発行

※実績照会・回答
提携金融機関天童商工会議所

①会員確認書発行依頼
③会員確認書持参の上
　融資申込

④審査の上、融資実行②会員確認書の発行

《会員が天童商工会議所に申し込む場合》

会員企業

※実績照会・回答
提携金融機関天童商工会議所



商工てんどう VOL.167 November 20069

定
年
延
長
・
雇
用
継
続

対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
天
童
市
雇
用
対
策
協
議
会
（
加
藤
昌
宏
会

長
）
で
は
十
月
十
一
日
（
水
）
定
年
延
長
・

雇
用
継
続
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が

改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
業
種
を
対
象
に
六
十

五
歳
ま
で
の
雇
用
延
長
を
段
階
的
に
進
め
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
対
応
す
る

た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
、
講
師
の
田
中
年

金
総
合
研
究
所
の
田
中
章
二
所
長
か
ら
具
体

的
な
対
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応

答
も
相
次
ぐ
な
ど
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改
正
に
よ
り
、

各
企
業
で
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
問

わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
中
堅
社
員
向
け
な
ど
人
材
育
成

研
修
に
定
評
の
あ
る
工
藤
ア
リ
サ
氏
を
講
師

に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
工
藤
講
師
か
ら
は
、
社
会
環
境
の
変
化
と

働
く
女
性
へ
の
期
待
の
変
化
や
、
仕
事
を
進

め
信
頼
関
係
を
築
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
事
例
発
表
と
い
う
こ
と
で
、
㈱
パ
ウ

ダ
ー
テ
ク
ノ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
東
野
真

由
美
氏
よ
り
、
米
粉
を
原
料
と
し
た
食
品
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
経
緯
な
ど
体

験
談
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
人
材
育
成
に
有
効
な
セ
ミ
ナ
ー
に

な
り
ま
し
た
。

女性のための女性のための

　キャリアアップセミナー開催　キャリアアップセミナー開催
女性のための

　キャリアアップセミナー開催

　
平
成
十
八
年
十
月
一
日
よ
り
左
記
の
よ
う

に
山
形
県
の
最
低
賃
金
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

　
但
し
次
の
賃
金
は
最
低
賃
金
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

①
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当

②
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結
婚
手
当
な

ど
）

③
一
ヶ
月
を
こ
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ

る
賃
金
（
賞
与
な
ど
）

④
時
間
外
、
休
日
、
深
夜
労
働
に
対
す
る
賃

金
　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
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「
私
の
健
康
法
」
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
て
、
困
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
五
十
六
歳
の
最
近
は
老
眼
に
な
る
し
、
歯
と
歯
茎
が

悪
く
な
る
し
、
時
に
は
腰
が
痛
く
な
る
。
寒
く
な
る
と
膝
も
痛

く
な
る
。
さ
ら
に
血
圧
が
高
い
と
言
わ
れ
薬
も
飲
み
始
め
た
か

ら
で
す
。

　
三
十
代
後
半
に
太
り
す
ぎ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
甲
状
腺
機
能

促
進
病
に
な
り
、
急
に
痩
せ
る
な
ど
の
症
状
が
出
て
約
十
年
間

に
わ
た
り
薬
を
飲
み
続
け
回
復
し
ま
し
た
。

　
こ
の
病
気
を
契
機
と
し
て
平
成
元
年
か
ら
学
生
時
代
に
や
っ

て
い
た
剣
道
を
自
宅
裏
の
道
場
で
小
学
校
の
子
供
達
と
や
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
年
か
ら
は
山
口
剣
道
場
津
山
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
週
二
回
、
時
に
は
天
童
市
剣
道
連
盟
の

火
曜
定
例
稽
古
会
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
練
習

時
間
一
時
間
半
の
う
ち
自
分
が
運
動
し
て
い
る
の
は
半
分
程
度

だ
と
思
い
ま
す
が
、
週
二
回
大
声
と
汗
を
出
し
て
い
る
こ
と
が

今
ま
で
大
き
な
病
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
よ
う
に
朝
や
夜
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
は
や
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
朝
・
晩
三
分
程
度
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を

や
っ
て
い
る
こ
と
が
肩
凝
り
や
腰
痛
も
余
り
な
く
過
ご
し
て
い

る
秘
訣
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
五
～
六
年
前
か
ら

意
識
し
て
、
鼻
か
ら
大
き
く
息
を
吸
っ
て
口
か
ら
少
し
ず
つ
長

く
息
を
吐
く
腹
式
呼
吸
を
や
っ
て
い
ま
す
。
深
い
呼
吸
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
し
、
腹
筋
も
つ
く
し
、
腰
も
痛
く
な
ら
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
毎
日
朝
昼
晩
の
食
事
は
し
っ
か
り
と
り
、
外
出
し
な
く
て
よ

い
時
は
昼
食
後
三
十
分
程
度
の
昼
寝
を
し
て
、
疲
れ
を
た
め
な

い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
夜
は
食
事
が
遅
く
な
る
こ
と
も

多
く
晩
酌
も
毎
晩
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
原
稿
提

出
を
機
会
に
休
肝
日
を
も
う
け
て
健
康
に
注
意
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。

　㈱不動産コンサルタント山口事務所

　代表取締役　山口　賢一さん
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天童商工会議所お奨め

国の３大共済国の３大共済国の３大共済国の３大共済国の３大共済
１．事業者の退職金制度

　小規模企業共済
★掛金の範囲は1,000～70,000／月
★掛金の範囲内で貸付もうけられます。
★掛金は全額課税対象所得から控除できます。

２．連鎖倒産を防止する

　中小企業倒産防止共済
★掛金の範囲は5,000～80,000／月
★最高3,200万円の共済金が無利子で貸付がうけられます。
★掛金は法人企業は損金として、個人企業は必要経費に
　算入できます。

３．従業員の退職金を積み立てる

　中小企業退職金共済
★掛金の範囲は5,000～30,000／月
★掛金の一部が国から補助されます。
★掛金は法人企業の場合は損金として、個人企業は
　必要経費として全額非課税となります。 お問い合わせ（天童商工会議所）TEL 654－3511

無理のない
掛金だから
続けています

国の制度で
安心ね

知
的
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

知
的
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

知
的
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

〜
だ
れ
も
が
も
っ
て
い
る
工
夫
は
す
べ
て
の
原
点
〜

平
成
18
年
11
月
25
日（
土
）　
13
時
30
分
〜
16
時

日　

時

天
童
温
泉　

滝
の
湯
ホ
テ
ル

場　

所

無　

料

参
加
料

参
加
申
込

１
．　　
基
調
講
演　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
　

◆
テ
ー
マ　

「
変
革
す
る
時
代
と
特
許
戦
略
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
中
小
企
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
は
ど
こ
に
置
く
べ
き
か
〜

　
　

◆
講　

師　

馬
場　

錬
成 

氏
（
東
京
理
科
大
学
専
門
職
大
学
院
教
授
）

２
．　　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 
14
時
30
分
〜
16
時

　
　

◆
テ
ー
マ　

「
企
業
の
競
争
力
と
は
何
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
ス
ピ
ー
ド
時
代
に
対
応
す
る
開
発
力
〜

　
　

◆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

馬
場　

錬
成 
氏

　
　

◆
パ
ネ
ラ
ー　

工
藤　

莞
司 

氏
（
東
京
都
立
大
学
法
科
大
学
院
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

光
夫 

氏
（
社
団
法
人
発
明
協
会
相
談
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　

小
松　

晴
美 

氏
（
東
北
経
済
産
業
局
特
許
室
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　

鎗
水　

景
一 

氏
（
天
童
商
工
会
議
所
工
業
部
会
長
）

内　

容

平
成
18
年
11
月
10
日（
金
）ま
で
T
E
L
ま
た
は
F
A
X
に
て

お
申
込
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

T
E
L 

0
2
3　

6
5
4　

3
5
1
1

　
　
　
　
　
　
　

F
A
X 

0
2
3　

6
5
4　

7
4
8
1

－－
－－



　
私
が
幼
い
頃
の
「
天
童
」
は
、
青
年
都
市

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
ご
と
く
、
何
か
ワ
ク
ワ
ク

す
る
様
な
〝
ま
ち
〟
だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
高
校
・
大
学
時
代
に
は
、
市

外
の
友
人
達
に
天
童
に
は
豊
富
な
温
泉
が
あ

る
し
、
う
ま
ー
い
果
物
が
あ
る
し
、
何
し
ろ

全
国
ど
こ
に
い
っ
て
も
将
棋
と
言
え
ば
、
天

童
と
連
想
さ
れ
る
ぐ
ら
い
有
名
だ
し
と
得
意

げ
に
自
慢
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
南
隣

に
は
県
都
山
形
市
、
北
隣
に
元
気
い
っ
ぱ
い

の
東
根
市
、
両
市
の
谷
間
で
存
在
感
の
薄
い

ま
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、〝
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
〟
と
い
う

テ
ー
マ
と
い
う
事
で
す
が
、
私
は
商
業
人
で

す
の
で
、
商
業
と
い
う
視
点
か
ら
述
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
商
業
を
ベ
ー
ス
に
し
た

天
童
は
大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
民
間
で
開
発

さ
れ
た
「
ら
ら
パ
ー
ク
」
ま
た
紆
余
曲
折
は

あ
っ
た
も
の
の
官
主
導
で
開
発
さ
れ
た
「
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
」
を
中
心
に
市
民
の
方
々
に

は
、
そ
れ
な
り

・

・

・

・

の
満
足
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
只
、
そ
れ
な
り

の
と
い
う
表
現
は
詳
し
い
デ
ー
タ
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
市
内
で
の
購
買
金
額
は
年
々
減

少
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
消

費
者
の
方
々
の
満
足
が
足
り
な
い
と
い
う
の

は
、
我
々
商
業
者
に
と
っ
て
由
由
し
き
問
題

だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
我
々
商
業

人
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
に
は

「
人
集
め
」
と
「
客
集
め
」
の
二
つ
の
意
味
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。「
人
集
め
」
の
為
の
必
要

な
装
置
づ
く
り
や
仕
掛
け
は
行
政
や
関
係
団

体
の
仕
事
と
割
り
切
り
「
客
集
め
」
に
専
念

す
る
事
だ
と
考
え
ま
す
。

　
〝
商
い
〟
と
は
、
時
代
適
応
業
だ
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
時
代
・

・

や
お
客
様

・

・

・

が
変
わ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
我
々
も
変
わ
る
勇
気
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。今
ま
で
の
様
に「
通

行
量
が
増
え
た
」
と
か
「
イ
ベ
ン
ト
で
ま
ち

が
に
ぎ
わ
っ
た
」
等
の
総
論
、
抽
象
的
な
表

現
方
法
で
は
通
用
し
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
「
ケ
ー
キ
を
買
う
な
ら
○
○
屋
」

「
メ
ガ
ネ
を
買
う
な
ら
や
っ
ぱ
り
○
○
店
」な

ど
個
店
と
し
て
品
物
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
で
、

す
ぐ
れ
物

ؼ

ؼ

ؼ

ؼ

を
持
つ
事
に
全
力
を
傾
け
る
事
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
事
に
よ
り
売
上
げ
が
上

が
り
、
個
店
と
し
て
強
く
な
り
、
延
い
て
は
、

商
店
街
の
活
性
化
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
今
の
「
天
童
」
に
の
び
し
ろ
は
、
ま
だ

室

あ
る
と
思
い
ま
す
。
只
、
ま
ち
・

・

と
し
て
の
成

長
を
求
め
な
い
で
ど
う
や
っ
て
ま
ち
・

・

を
存
続

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
「
天
童
と
い
う
ま・

ち・
が
こ
れ
以
上
成
長
す
る
と
は
思
わ
な
い
が
、

つ
ぶ
れ
る
と
も
思
わ
な
い
」
市
民
の
多
く
の

方
々
は
本
音
の
と
こ
ろ
で
そ
う
思
わ
れ
て
い

る
の
で
は

室
危
機
感
を
持
た
な
い
事
が

一
番
危
な
い
の
で
す
。
幸
い
天
童
市
は
立
地

条
件
に
は
恵
ま
れ
、
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
も
良

く
、
優
良
企
業
と
官
民
共
に
素
晴
ら
し
い
人

材
が
多
い
わ
け
で
す
か
ら
、
危
機
的
な
財
政

状
況
に
あ
る
国
や
県
に
頼
ら
ず
、
自
立
し
て

い
け
る
様
な
元
気
の
良
い
地
域
を
早
く
目
指

す
べ
き
だ
と
思
う
し
、
そ
れ
が
可
能
な
ま
ち

だ
と
思
い
ま
す
。
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株式会社　さのや

　専務　佐　野　宏　美 さん

　
人
口
が
伸
び
活
力
あ
る
天
童
市
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
大
変
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い
や
考
え
方
を
自
由
な
発
想
で
述
べ
て
い
た
だ
く
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
、
一
年
間
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

嵯 差左

嵯 差左



　
九
月
二
十
九
日
（
金
）
、
酒
田
市
希
望
ホ
ー

ル
に
於
い
て
「
商
工
会
議
所
青
年
部
第
二
十

六
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
酒
田
大
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
東
北
六
県
か
ら
約
九
〇
〇
名
の
青

年
部
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
天
童
か
ら
も
二

十
名
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
東
北
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
青
年
部

メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
実
り
多
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
夜
は
大
懇
親
会

が
催
さ
れ
、
庄
内
の
地
酒
と
港
町
な
ら
で
は

の
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
一
同
酒
田
で
の
夜

を
満
喫
し
、
仕
事
へ
の
新
た
な
活
力
と
鋭
気

を
養
い
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
大
会
は
、
青
森
県
八
戸
市
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 

　
十
月
十
八
日（
水
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
あ

い
天
童
理
事
長
の
加
藤
由
紀
子
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
山
形
県
の
未
来
を
語
る
」
と
題
し
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
活
動
さ
れ
て

い
る
福
祉
の
視
点
か
ら
高
齢
化
社
会
、
年
金

問
題
、
町
づ
く
り
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
現

状
や
課
題
、
問
題
点
を
お
話
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
こ
れ
か
ら
支
え
て
い
く
若
者
が
夢
を

持
て
る
社
会
・
地
域
の
整
備
が
急
務
で
あ
る

こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
講
演
終
了
後

は
、
会
場
を
移
動
し
て
講
師
を
囲
ん
で
の
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
と
な
り

ま
し
た
。

　
我
々
青
年
部
は
、
地
域
社
会
の
貢
献
や
豊

か
で
住
み
よ
い
地
域
を
創
造
す
る
た
め
に
活

動
し
て
い
る
団
体
と
し
て
、
こ
の
日
学
ん
だ

事
を
糧
に
今
後
の
事
業
に
役
立
て
、
こ
れ
か

ら
天
童
市
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
な
け
れ
ば

と
強
く
実
感
し
た
例
会
に
な
り
ま
し
た
。

 

◆
出
店
団
体
募
集

・
日
時
…
平
成
十
九
年
一
月
十
四
日（
日
）

・
場
所
…
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
　
多
目
的
広
場

・
出
店
料
…
八
、〇
〇
〇
円
よ
り

　
（
保
健
所
申
請
料
二
、七
〇
〇
円
を
含
み
ま
す
）

・
申
込
期
限
…
十
一
月
十
五
日（
水
）

※
但
し
一
個
人
、
一
企
業
で
の
ご
参
加
は
ご
遠
慮
願

い
ま
す
。
ま
た
、
お
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
天

童
商
工
会
議
所
青
年
部
に
て
選
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

◆
一
次
審
査
員
募
集

　
時
間
内
に
各
自
慢
の
鍋
を
食
べ
回
っ
て
、

審
査
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
対
象
…
十
八
歳
～
六
十
歳
代
の
方

・
人
数
…
三
〇
名
程
度

・
申
込
期
限
…
十
一
月
三
十
日（
木
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
天
童
商
工
会
議
所
青
年
部
に

て
選
定
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

◆
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

　
当
日
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
い
た
し
ま

す
。
会
場
整
理
運
営
補
助
な
ど
の
業
務
内
容

で
す
。

・
対
象
…
十
八
歳
上
の
方

・
人
数
…
二
〇
名
程
度

【
鍋
合
戦
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
申
込
先
】

　
　
天
童
商
工
会
議
所
青
年
部

電
話
　
六
五
四－

三
五
一
一
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青年部だより
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
酒
田
大
会
が
開
催

十
月
例
会
報
告
  講
師
例
会
を
開
催

第
十
二
回
  平
成
鍋
合
戦

出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員出店団体・審査員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営スススススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募運営スタッフ大募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概
　
来年１月に開催される「第12
回平成鍋合戦」への出店団

体・一次審査員・運営スタッ

フを募集します！
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　金融部会（木村章部会長）では、10月17日～

18日の日程で、京都府内企業の視察研修を行

いました。

　今回は、ハンドツールメーカーとして高品

質で独創的な技術力を持ち、アイテム数・生

産量とも国内No.1を誇る京都機械工具㈱を

視察しました。「軽くて強くて使いよい工具づ

くりを通して、広く社会に貢献する」という

創業精神をかたちにするため、創立50周年を

記念し、平成14年に「KTCものづくり技術館」

を建設。技術館は、45のプロジェクトチーム

を立ち上げ、提案型で施設づくりを行いまし

た。その成果が建物内随所に表われており、

視察が楽しくなるような施設でした。また社

員教育は５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）

を基本に、職場環境の美化・従業員のモラル

の向上に努めているそうです。案内してくだ

さった木村館長からもよい社風が感じられ、

有意義な研修となりました。

　また、京都御所の視察や京都銀行観光支援

室のご紹介で、総本山知恩院の特別参拝、方

除大社城南宮の参拝をすることができました。

参加された皆さんは、京都ならではの体験が

でき大変満足されたようでした。
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総 会 員 数
1,881（個人1,086・法人780・団体15）

平成18年10月１日現在

税務相談（毎月１回）
日　時 平成18年11月13日（月）
 午後１時30分～午後４時
場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室
相談員 東北税理士会山形支部所属の市内税理士

　　　≪12月のご案内≫　
　　日　時　平成18年12月11日（月）
　　　　　　午後１時30分～午後４時
　　場　所　天童商工会議所　２Ｆ相談室

社会保険・年金相談（毎月１回）
日　時 平成18年11月７日（火）
 午前10時～午後４時
場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室
相談員 山形県社会保険労務士会山形支部所属の
 社会保険労務士
　　　≪12月のご案内≫　
　　日　時　平成18年12月５日（火）
　　　　　　午前10時～午後４時
　　場　所　天童商工会議所　２Ｆ相談室

法律相談（奇数月１回）
日　時 平成18年11月16日（木）
 午後２時30分～午後５時
場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室
相談員 弁護士　細谷　伸夫さん

健康相談（奇数月１回）
日　時 平成18年11月24日（金）
 午後１時30分～午後４時
場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室
相談員 山形地域産業保健センター産業医・保健師

　中小企業者のための金融相談を下記の通り開催します。
政府系の金融機関である国民生活金融公庫の担当者が対
応します。是非、お気軽にお越し下さい。
　尚、借入の相談・申込を希望される方は、事前のお問
合せをお勧めします。

日　時 平成18年11月14日（火） 午前10時～午後４時

場　所 天童商工会議所

問合せ 当所の中小企業相談所　TEL  654-3511

金融相談日（１日公庫）のご案内

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

11月の花（キク）女性的な愛情
清浄・高潔・真の愛・破れた恋

表紙の花
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